
【再評価調書】№１

箇所番号 （道路事業見直し）９

地域振興県道整備事業 （主）茅野小淵沢韮崎線事 業 名 箇所・地区名

北杜市長坂町本町 山梨県 国補 ・ 県単所 在 地 実施主体 区 分

平成 年度～平成 年度計画期間 計画期間平成 年度～平成 年度10 23 今 回 10 19
見直し当 初

３，０００百万円 １，０００百万円総事業費 総事業費

①事業目的及び効果
・本計画は、県道茅野小淵沢韮崎線が、北杜市長坂町本町の 中央線ガードに相前JR
後して、県道長坂高根線と県道台ヶ原長坂線に交差している箇所について、幅員が狭
く、見通しが悪いため、交通事故の危険性が懸念されること、また交差部付近に八ヶ事

岳南地区広域農道の接続が計画されていることから、これらの交通処理を安全にかつ
円滑に行うために計画された道路改良である。業

②事業概要（当初）
・道 路 改 良 ｍ ( )ｍの L=970 W=6.0 10.0

立体橋１箇所 交差点改良２箇所JR
・全体事業費 百万円概 C=3,000

要 ③全体計画（当初）
平成１６年度以前 道路詳細設計、ＪＲ立体詳細設計、橋梁下部工

用地測量、用地補償１式 事業費 百万円498
平成１７年度 橋梁上部工、用地補償 事業費 百万円150
平成１８年度以降 道路改良、ＪＲ立体工事、交差点工事 事業費 百万円2,352

な し④特記事項

［事業を巡る社会経済情勢等の変化］
①地域・住民の意向状況
・本交差点部の改良は、交通の安全性の面から、また合併した新市を構成する旧町村
間の交流促進の面から、利用者のみならず地域からも早期の完成が望まれている。評

変化無し②産業・経済情勢
価 ③国等の方針変更

道路構造令の改訂や地方道路臨時交付金の運用改善により、地方の課題や実情に適
応した、より効果的・効率的な道路整備が可能となった。項

変更無し④上位計画の変更
変更無し目 ⑤自然環境条件の変化

変更無し⑥その他

［費用対効果分析 （基準年：事業採択時）］
・事業採択時におけるＢ／Ｃ（事業採択基準値：Ｂ／Ｃ≧１．０以上） 不算出
・再評価時点におけるＢ／Ｃ＝０．５４（総便益額 億円／総費用額 億円）16.9 31.06



【再評価調書】№２

（道路事業見直し）箇所番号 ９

地域振興県道整備事業 （主）茅野小淵沢韮崎線事 業 名 箇所・地区名

①当初計画上の課題・問題点
（交通量と交差点形状）

・本箇所における危険性や交通渋滞の主な原因は、ＪＲガードが交差点内に存ると
いう交差点形状にある。

・小淵沢方面への交通量は 台／日（ ｾﾝｻｽ）と多くなく、交差点の形状を2,676 H11
改良すれば、ＪＲガードの拡幅が緊急の課題とは言い難い。

（ＪＲ立体と計画期間）
・ＪＲガードの老朽度は著しく進んでおらず、管理者であるＪＲとの計画協議も進
展していない。
・一般的にＪＲ立体事業は運行の安全確保を優先して実施するため、工事の完成ま

で長期間を要する。
見 （費用対効果）

Ｂ／Ｃ ＝０．５４
②所管部の今後の方針
「見直し継続」
○交差点改良のみに止め、早期の効果発現に努める。

・現状と同様に、主交通である長坂駅方面（県道長坂高根線）から韮崎方面（県道
茅野小淵沢韮崎線）を結ぶ方向の線形改良に重点を置き、従交通である小淵沢方面直

（県道茅野小淵沢韮崎線）と新たな広域農道との交差が安全かつ円滑に行える交差点
改良のみの計画に止める。
・幅員が狭小なＪＲ中央線ガードについては、未だ更新時期に至っていないこと、
改築に多額の費用や期間が必要なことを考慮し、当面、現ＪＲガード付近に視距改

良を併せ持つ待避所を設置し、安全性を確保する計画とする。
・広域農道の接続も平成 年度までに実施することとする。し 19

③見直し後の計画概要
見直し前 見直し後

計画期間 平成１０年～平成２３年 平成１０年～平成１９年
L=970m L=400m道路改良工 道路改良工

W=6.0 10.0 m W=6.0 10.0 m工事概要 ( ) ( )
交差点改良 ２箇所 交差点改良 １箇所案
ＪＲ体改良 １箇所

全体事業費 Ｃ＝３，０００百万円 Ｃ＝１，０００百万円
Ｂ／Ｃ ０．５４ １．１０

④見直し後の事業計画
年度 年度 年度 年度 年度 算出方法*H10 H11 H12 H13 H14

計 画 事業費5.7 % 8.9 % 9.9 % 15.5 % 44.1 %
5.7 % 8.9 % 9.9 % 15.5% 44.1 %実 績

年度 年度 年度 年度 年度 算出方法H15 H16 H17 H18 H19
計 画 事業費46.3 % 49.8 % 64.8 % 79.8 % 100.0 %

46.3 % 49.8 % % % %実 績


